
• 持続可能なインフラマネジメントへの方向転換

• まずは道路・橋梁を中心に、持続可能な道路
ネットワークのあり方について議論

議論の方向性①
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論点の整理（案）
 多数の橋梁をどのように維持管理・更新していくべきなのか。
１）優先順位の考え方・指標(路線の重要性、交通量、健全性、迂回路の有無、橋の機能・・・)
・ 橋梁の点検方法・維持レベル(コンクリート標準示方書記載の・・・)

 ・ 国道156号のような、直列配置同時高齢化橋梁軍団にどう立ち向かうか 。

２）限られた道路事業予算をどのように配分していくのか。
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橋の健全度・安全性
点検結果判定Ⅰ～Ⅳ

補修困難性(塩害/アルカリシリカ
反応、洗掘)

路線・橋の重要性
交通量(車両・歩行者
自転車)／迂回路

の有無

快適性
車道幅員／歩道の有無

河川改修、都市計画
など他事業との

整合性

景観・歴史的価値

設計年次と適用示方書
設計荷重／耐震性能

孤立リスク

生活重要施設アクセス
緊急輸送道路

病院・警察消防署・役所
駅・学校など

津波／原子力
災害から避難

維持管理費用大
跨線橋／跨道橋など

2

優先順位の考え方・指標となりうる性能



E41 上梨

田向

皆葎

猪谷

小原
上平細島

菅沼

新屋

下島

田下

西赤尾町

楮

庄川
→

成出

国道156号

迂回路

橋りょう

集落

湯出島橋（S51完成）

小原橋
（S38完成）

釜谷橋
（S54完成）

深谷橋
（S54完成）

細島橋
（S54完成）

菅沼橋
（S47完成）

新屋橋
（S33完成）

楮橋
（S50完成）

火の川原橋
（S53完成）

宮川原橋
（S53完成）

小白川橋
（S50完成）

赤尾橋
（S53完成）

・ほぼ同時期に架けられた橋梁群

・直列に連続しており、仮橋を設置するとなる

と事業費、工期が大となる

どんな順番か？

〇基本長寿命化する

〇健全性で判断する

ことが基本

※幅員不足は架替えの優先度を上げることに

はならない

富山県

岐阜県

成出橋
（S52完成）

飛越橋
（S52完成）

合掌大橋
（S54完成）

※迂回路の大部分は、すれ違い不可・
大型車通行不可

国道156号 岐阜県境部での橋梁の現況
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4

令和の“公共インフラニューディール”道路集中メンテナンス



• 方向転換には、「県民のインフラに対する理解と
意識の醸成」が必要

• 「自らがインフラを守り、支える担い手であるという
意識の醸成」について議論

議論の方向性②
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論点の整理（案）
インフラの将来像の「自分事化」を推進するためには、どうすればよいのか。

1）インフラの重要性を県民に理解してもらう方法
 2）県民自らがインフラを守り、支える担い手であるという意識の醸成方法



エッセンシャルな仕事である
ことを印象付ける写真展

清掃活動などのボランティア
活動の充実

小学生期からインフラに
親しんでもらうための取組

重要橋梁を通行止めにして、
インフラの有難みを理解してもらう

インフラツーリズム
（まいまい京都 富山版）
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インフラの「自分事化」企画（例）

シンポジウム

土木学会市民見学会（R7.11）

ケンセツジョブフェス（R7.9）
ケンセツジョブフェス（R7.9）

富山大橋清掃ボランティア

土木学会市民見学会（R7.11）
橋のお医者さん体験（左官・防水）
（日経コンストラクション（R5.2号））
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